
   

感染症発生動向調査 衛生公害研究所ホームページに掲載

  平成21年第32週
（8月3日～8月9日）

◆　 今週のコメント

･

･

･

･

◆　 今週のトピックス：＜腸管出血性大腸菌感染症＞

◆　発生状況

・ 三類：腸管出血性大腸菌感染症 １４例 【１月以降の累積報告数 ３４例】

（Ｏ１５７ VT２　１１例，Ｏ１５７ VT１VT２　２例，Ｏ１１１ VT１　１例）

・ 四類：レジオネラ症（肺炎型） １例 【１月以降の累積報告数 ６例】

（市内定点数　インフルエンザ定点６８， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

定点     報告数　　

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ４０　

小児科   ①　感染性胃腸炎 １０９　

（降順5位まで）   ②　ヘルパンギーナ ７６　

  ③　手足口病 ４２　

  ④　水痘 ３４　

  ⑤　突発性発しん ２１　

眼科   流行性角結膜炎 ２　

（検体名は，紙面の都合上，鼻咽頭ぬぐい液をNP，糞便をFC，髄液をSF，尿をURと略す。）

ありません。

【次ページ以降の主な内容】
　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：＜腸管出血性大腸菌感染症＞

（ 注 ） 京都市のデータは，平成21年8月13日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。

また，本情報での患者数は，届出医療機関所在の保健所での集計で，患者の住所を示すものではありません。

病原体情報は，病原体定点等から京都市衛生公害研究所へ搬入された検体から検出された病原体です。

第２３週（６月）以降先週まで報告はありませんでしたが，今週（第３２週）に，第２７週～第３１週分の追加報
告が１４例ありましたので，集計しました。

２．６６

感染症名

０．２０

０．５１

新型インフルエンザ（Ａ/H1N1)患者の集団感染（クラスター）の第３０週以降の各週の報告数は，京都府（京
都市を含む。）では，第３０週は３件，第３１週は７件，第３２週は２１件と増加しています。全国でも同様に，第
３０週は１７２件，第３１週は３３５件，第３２週は５５４件と増加しています。

http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukus
hi/soshiki/8-5-5-0-0_3.html京都市感染症週報

　ヘルパンギーナの定点当たり報告数は，１.８５（７６例）と本年で最も多くなっています。推移をみると，本年
は増加の時期が遅れていたため，過去５年平均値に比べ低い状態が続いていましたが，今週は過去５年平
均値（１.２８）を上回る値となっています。

京都市感染症情報センター
（ 京都市衛生公害研究所 ）

　手足口病の定点当たり報告数は１.０２（４２例）で，第３０週（１.２２）をピークに減少しているものの，依然，多
い状態が続いています。

０．８３

定点当たり報告数 

インフルエンザの定点当たり報告数は０.５９（４０例）で，過去５年平均値０.００３（０.２例）を大きく上回ってお
り，先週０.２５（１７例）に比べて，２倍以上に増加しています。年齢階級別では，１５～１９歳，２０～２９歳がと
もに１２例と多くなっています。

ただし，第３０週以降のインフルエンザの報告は，「新型インフルエンザ（Ａ/H1N1)」を含んだ報告に変更さ
れています。

また，第３２週に集団発生の診断目的等のために京都市衛生公害研究所に搬入されたインフルエンザウイ
ルス（２２例）の型は，すべてＡＨ１pdm（新型）となっています。

０．５９

１．０２

１．８５

　定点報告の主な感染症

　病原体情報

　全数報告の感染症
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◆　発生状況の概況グラフ

１　今週（第３２週）と先週（第３１週）の定点当たり報告数の比較

２　腸管出血性大腸菌感染症（三類感染症）の推移

０ 例（３４例）

２ 例

１７ 例

１３２ 例（１７６８例）

３　主な感染症の定点当たり報告数の推移

＜小児科定点＞

　 　　　　　　　１ 感染性胃腸炎 　 　　　　２ ヘルパンギーナ

　　　　　　　　 ３ 手足口病 　　　　　 ４ 水痘

※ 平成15年からの追加疾患のため，過去５年平均値はありません。

＜インフルエンザ定点＞ インフルエンザ
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本年の週別発生状況の推移

第２７週～第３１週の年齢群（１０歳階級）別性別報告数（n=14)

今週（第３２週）のトピックス：<腸管出血性大腸菌感染症>

第２３週（６月）以降先週まで報告はありませんでしたが，今週（第３２週）に，第２７週～第３１週分の追加報告
が１４例ありましたので，集計しました。
　週別にみると，第２７週～第３１週まで毎週報告があり，第２９週の６例が最も多くなっています。
　年齢群（１０歳階級）別にみると，２０歳代（６例）が最も多く，次いで０～９歳（４例）となっています。
　血清型別にみると，O157(VT2)１１例，O157(VT1VT2)２例，O111(VT1)１例の３種類検出されています。

また，第１週～第３２週の累積報告数を診断年別にみると，本年（３２例）は，昨年の６２例に次いで多くなって
います。

診断年別累積報告数血清型別年齢群（１０歳階級）別報告数（n=14)
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